
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
登
録
者
の
中
か
ら
選
考

し
ま
す
の
で
、
必
ず
雇
用
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

職
種
・
賃
金
・
必
要
な
資
格
な
ど

◎
一
般
事
務
補
助
員日

給
６
８
０
０
円

◎
受
付
・
電
話
交
換日

給
６
８
０
０
円

◎
保
育
士

時
給
１
０
０
０
円

（
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許

保
有
者
）

◎
看
護
師

時
給
１
１
０
０
円

（
看
護
師
免
許
（
准
看
可
）
保
有
者
）

◎
小
学
校
給
食
調
理
代
行
員時

給
８５０
円

◎
小
学
校
個
別
指
導
支
援
ス
タ
ッ
フ

日
給
８
０
０
０
円
〜

（
教
員
免
許
保
有
者
歓
迎
）

◎
幼
稚
園
教
諭

時
給
要
相
談

（
幼
稚
園
教
員
免
許
保
有
者
（
保
育

士
免
許
あ
れ
ば
な
お
可
））

◎
小
学
校
特
殊
学
級
介
助
員時

給
８７５
円

※
い
ず
れ
も
交
通
費
は
実
費
を
支
給

し
ま
す
。

勤
務
時
間

８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５

分
ま
で
（
た
だ
し
、
受
付
・
電
話
交

換
は
８
時
１５
分
か
ら
１７
時
３０
分
ま
で

の
う
ち
勤
務
を
必
要
と
す
る
時
間
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
は
園
の
勤
務

時
間
割
に
応
じ
た
時
間
、
給
食
調
理

代
行
員
は
原
則
９
時
か
ら
１６
時
ま
で
、

特
殊
学
級
介
助
員
は
前
記
時
間
の
う

ち
６
時
間
）

勤
務
場
所

職
種
に
よ
り
異
な
り
ま

す
（
看
護
師
は
仙
石
原
保
育
園
、
特

殊
学
級
介
助
員
は
箱
根
小
学
校
の

み
）。

年
齢
要
件

平
成
１７
年
３
月
３１
日
現

在

６３
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

随
時

受
付
場
所

庶
務
課

提
出
書
類

町
指
定
の
履
歴
書
（
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
用
紙
は
、
庶
務
課
、
出
張
所
、
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

館
」、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

み
荘
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
レ
イ

ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
様
式

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

登
録
有
効
期
間

平
成
１８
年
３
月
３１

日
ま
で

照
会
先

庶
務
課
�
５－

９
５
６
１

箱
根
の
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
で
８１
回
を
数
え
る
「
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
」
が

１
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
の
ゴ
ー
ル
後
、
箱
根
苑
地
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
箱
根
の

伝
統
工
芸
品
で
あ
る
寄
木
細
工
を
広

く
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今

年
も
寄
木
で
制
作
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
町
長
か
ら
往
路
優
勝
校
の
東
海
大

学
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
福

住
旅
館
や
、
国
登
録
文
化
財
の
福
住

楼
、
環
翠
楼
と
い
っ
た
、
湯
本
・
塔

之
澤
温
泉
に
あ
る
、
優
れ
た
近
代
建

築
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
老
舗
旅
館
の

探
訪
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

３
月
７
日
�

１０
時
３０
分

〜
１６
時
３０
分
（
環
翠
楼
集
合
）

見
学
先

福
住
旅
館（
湯
本
）、
福
住

楼
、
環
翠
楼
（
塔
之
澤
）

参
加
費

４
５
０
０
円
（
保
険
料
、

昼
食
代
な
ど
）

定

員

２５
名

申
込
締
切

２
月
１８
日
�

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
部

裏
に
参
加
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

返
信
部
宛
先
に
返
信
先
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
上
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２

名
ま
で
と
し
ま
す
。

な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
照
会
先

〒
２
５
０－

０
０

３
１

箱
根
町
湯
本
２
６
６

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
「
老
舗
旅
館
探

訪
会
」
宛

�
５－

７
６
０
１

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も
や

離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期
間
を
２

か
月
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
を
柱
と

し
た
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
１６
年

１２
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容

○
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定
義

の
拡
大

○
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

○
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

な
ど

照
会
先

町
民
課
�
５－

９
５
６
４

内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
（http

:

//
w
w
w
.gender.go

.jp
/
e-vaw

/

index.htm

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

６７

平
成
１７
年
度
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広報はこね ２００５.February
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「
老
舗
旅
館
探
訪
会
の
お
知
ら
せ
」

����	
��
商工従業員表彰式を次のとお

り行います。
日 時 ２月２３日� １０時～
場 所 仙石原文化センター
問合先 産業施設課

�５－９５６８

�
�
	


��




�

�
�
�
�
�
�
�

配配
偶偶
者者
暴暴
力力
防防
止止
法法
改改
正正

――
配配
偶偶
者者
かか
らら
のの
暴暴
力力
でで

悩悩
んん
でで
いい
るる
方方
へへ
――

沿道からの声援を力に変えて�
今年も沿道には多くの箱根駅伝ファンが詰めかけ、箱根駅伝最

大の難所である、第５区の箱根の山登りに挑む選手に大きな声援

を送っていました。

また、選手もその声援を受け、芦ノ湖のゴールへ向け、力走を

見せてくれました。

書初めで心新たに
１月５日、社会教育センターで「函れい書会」主催の「書き初

め会」が行われました。

町内の小学生４７名が参加し「とり」や「七草」などの課題に一

生懸命取り組みました。

芦ノ湖の安全を願って
１月５日、芦ノ湖畔で「第４７回湖水開き」が行われました。

湖畔に設けられた祭壇では、玉ぐしの奉納などの神事が行われ、

参列者が湖の安全を祈願しました。その後、日本学生水上スキー

連盟の大学生による、恒例の「水上スキー初滑り」が行われまし

た。

新春の味で健康に
１月６日、郷土資料館前駐車場で町女性会連絡協議会の協力に

より「七草がゆを食べる会」が行われました。

七草がゆとは、セリ、ナズナ、ゴギョウなどの七草が入ったか

ゆを食べ無病息災を願う、平安時代から伝わる風習で、寒い中訪

れた観光客らは出来たての七草がゆで冷えた体を温めていました。

大切な命を守る
１月１７日から１９日まで、町職員を対象に「応急手当講習会」が

行われました。

これは、災害時の人命救助に役立てるため、防災とボランティ

ア週間（１月１５日～２１日）にあわせて毎年実施し、全職員に２年

に１度の受講を義務付けているものです。職員は、講義や「心肺

蘇生法」などの実技講習を合せて３時間受講し、普通救命講習修

了証の交付を受けて、防災への意識を新たにしていました。

皆さんの身近な話題を
お待ちしています。


